
 

 

２．事業の概要と成果 

（１）プロジェクト目標の

達成度 

（今期事業達成目 

標） 

●プロジェクト目標に対する達成度 

プロジェクト目標である「4年制体育科コースの試行的開講に最低

限必要なシステムが構築され、教員/スタッフが育成され、プール、

ジムが整備されることによって、NIPESの学生が現行の学習指導要領

に沿った中・高等学校体育科を教えるために必要な領域・種目を履修

することができるようになる。」に対して、下記の通り達成した。 

2年次事業を通して 4年制体育科コースの試行的開講に最低限必要

なシステムが構築され、プール、ジム等のインフラ施設及び資機材が

整備された。施設の維持管理に関する教職員の理解度テストも目標の

70％以上の正解率を達成し、現在も自主的に維持管理がなされてい

る。 

教職員の育成に関わる活動は、新型コロナウイルス感染拡大の影響

により、対面での授業や研修会、日本での研修等の実施が困難であっ

たため、オンラインを活用して実施した。4年制大学体育科コースの

運営については、課題の共有や運営ハンドブックの改訂を通して、教

職員の理解を深めることができた。授業については、不慣れなオンラ

イン授業への対応や脆弱なインターネット接続状況が影響して、カリ

キュラムやシラバスに従った授業を計画通りに実施することができな

かったため、NIPESの学生が必要な領域・種目を十分に履修する事は

できなかった。●上位目標に対する貢献 

プロジェクト目標に対して本年度事業が概ね計画どおり達成された

ことにより、上位目標である「学習指導要領に沿った体育科教育が

中・高等学校教育の現場で実施されている。」の実現に向けて十分に

貢献できたと考える。 

第 2年次は NIPESにおいて実際に 4年制コースの運営を開始し、運

営ハンドブックの改訂やシラバスの新訂・改訂といった運営に必要な

システムの改善を行うことができた。しかしながら新型コロナウイル

ス感染拡大の影響で対面でのマネジメント業務や授業がほとんどでき

ず、課題も残るものとなった。最終的には、本事業による 4年制コー

スを卒業する生徒が、学習指導要領に沿った体育科教育を実践できる

よう、最終年次では円滑な運営を実践していく必要がある。 

●今期事業達成目標 

「4年制の中・高等学校体育科教員養成課程が大学運営基準に従って

運営される。」については下記の通り達成した。 

 大学運営基準に従ってどの程度運営できているかを確認するため

の、124項目にわたる詳細なアセスメントシートを作成した。同アセ

スメントシートを用いた運営評価を実際に行い、達成度と課題が明確

にされたことに加え、研修会では、各項目の内容と必要性について説

明し、アセスメントシートを使って運営全体を評価する会議を毎年実

施する事を決定した。これにより、今後も大学運営基準に沿った運営

がなされていくことが見込まれる。 



 

 

（２）事業内容 

 

第 2年次の活動の実施状況全体について 

 

2021年 2月 20日にプノンペン市内において新型コロナウイルスの

市中感染が確認され、カンボジア政府（教育・青少年・スポーツ

省）は 3月より公立私立を含むすべての学校教育機関を閉鎖した。

結果として、事業対象地である NIPESも 3月から 4月にかけて閉鎖

された。このため第 2年次事業（3月 1日開始）として計画されてい

た活動のうちの建設工事を除き、開始に遅れが生じた。 

その後も感染拡大が続いたため、NIPESでは対面授業が禁止さ

れ、オンラインによる授業が実施されていた。それに伴い、本事業

で予定していた対面での研修会やモニタリング等もオンラインでの

実施に変更することで対応した。それに伴い、本事業で予定してい

た対面での研修会やモニタリングもオンラインに変更することで対

応した。 

10月以降、対面での活動が徐々に実施できるようになったもの

の、2022年 2月にオミクロン株感染が拡大したため、再度オンライ

ンでの活動実施に切り替えることで対応した。 

また、海外渡航が困難な状況が続いていたため、専門家派遣や日

本研修についてもオンラインを活用することで活動の実施に努め

た。 

新型コロナウイルス感染拡大によって活動全体に大きな影響が出

たが、オンラインツールを用いて柔軟に対応することで、計画され

ていた活動を概ね実施することができた。 

 

1. NIPESの体育科コースが 4年制大学に移行するための制度が整え

られる。 

1-15. 体育科コース運営ワークショップを開催する。 

計画では 4月上旬に対面で実施する予定であったが、オ

ンライン形式に変更して、6月 28日から 30日までの 3日間

実施した。 

ワークショップ参加者に対して、日本体育大学評価基準

について説明したうえで、第 1年次に作成した体育科コー

ス運営ハンドブックに従って NIPESの運営業務と各担当を

明確にし、実際の運営業務を全員で確認した。 

 

1-16. 体育科コースを試行的に運営する。 

 プノンペン市内における新型コロナウイルス感染拡大対

策の影響で 3月から NIPESが閉鎖されたため、3月及び 4月

は授業を実施できなかったが、5月からオンライン授業によ

る体育科コースの運営を開始した。 

 

1-17. 体育科コースの運営をモニタリングする。（全 6回、本部ス

タッフが 3回目及び 6回目に参加。） 

全 6回中 3回実施した。本部スタッフの参加（2回）は中

止した。 

 

2. NIPESにおいて、質の高い体育を教えられる人材が育成される。 

2-1. 新しいカリキュラムに沿った教員マッチアップワークショ



 

 

ップを開催する。 

計画では 3月中旬に対面で実施する予定であったが、オ

ンライン形式に変更して、5月 25日から 27日までの 3日間

実施した。 

 

2-2. 4年制大学体育科コースで教えていくための能力を向上させ

るための体育教員育成研修の内容を検討する。 

NIPES 関係者と密に協議しながら、体育教員育成研修の内

容について検討し、合意を図りながら研修会を実施した。 

 

2-3. 4年制大学体育科コースで教えていくための能力を向上する

ための体育教員育成研修を日本とカンボジアにて実施する。 

（日本研修 2回） 

日本研修 2回を中止し、カンボジア国内での研修会 1回に

変更した。1月 20日から 22日の 3日間、NIPESの教職員 40

名を対象に対面での研修会を実施した。また計画にはなかっ

たが「シラバス（1年生用、100冊）（4年生用、100冊）」を

作成し、研修会で使用した。 

（カンボジア研修 2回） 

第 1 回目は 6 月の上中旬にカンボジア国内において対面

形式で実施する予定であったが、10 月 20 日から 22 日まで

の 3日間、49名を対象にオンライン形式で実施した。 

第 2回目は 2月 9日から 11日までの 3日間、対象者を 30

名から 50名に変更し、オンラインで実施した。日本の専門

家の招へいは中止し、日本からオンラインで講義を行った。 

 

2-4. NIPESの体育教員の授業実施状況をモニタリングする。（1

年間で 6回実施予定。本部スタッフが 3回目及び 6回目に

参加。） 

予定していた全 6回中 4回の実施となった。第 1回目は市

内の対象中学校で実施する教育実習をモニタリングする予定

であったが、学校閉鎖により市内の中学校で活動を実施する

ことが困難な状況が続いていたため、7 月に NIPES の学生が

NIPES の学生に対してオンラインで実施する模擬授業をモニ

タリングすることにした。その後の 3 回は計画通り NIPES の

授業をモニタリングした。 

 

2-5. 大学マネジメント能力向上のための研修を実施する。 

 事業全体に遅れが生じていたためスケジュールの確保が難

しく、活動 2-3 の研修会において関連する内容を取り扱った

ことも考慮し、中止した。 

 

2-6. 教える人材、運営するための人材が育成されたかを確認する

ための評価会議を開催する。 

 9 月 15 日から 17 日の 3 日間、対象者数を 30 人から 64 人

に増やし、オンラインで実施した。日本の専門家の招へいは中



 

 

止し、日本からオンラインで講義を行った。 

 

2-7. 教育省として、体育関連の修士課程を修学できる NIPES スタ

ッフを派遣するため、タイ、マレーシアの大学との協議を行

う。 

 タイ及びマレーシアでの研修会を中止した。マレーシアの

大学の担当教授が異動になったため、実現可能性の観点から、

インドネシアの大学との協定を検討することに変更し、2 月

17日にインドネシアの大学とオンライン会議を実施した。 

 

3. NIPESにおいて、質の高い体育を教えられる施設状況が整う。 

3-2. プール関連機材を調達する。コースロープの設置。 

12月 15日にコースロープの設置が完了した。 

3-3. プール周辺のテラスと建屋（一部 2階建て）を建設する。 

 3月 5日に建設業者・NIPES・当会の 3者にて建設契約書

に署名し、建設工事を開始した。その後 4月のロックダウン

の影響等で工事が遅れたが、12月 7日に完成した。 

  

3-4. ジム・ルームを建設する。 

 建屋 2階のジム・ルームは 10月 23日に完成した。 

 

3-5. ジム機材を調達するとともに、体育の授業に必要な各種ボ

ール等のスポーツ用具が現在不足しており、これを改善す

るために最低限必要な用具を購入する。 

ジム機材を 6月に発注し、10月 25日、26日に搬入、設

置した。各種スポーツ用具は 12月上旬に発注し、12月 5日

に搬入を完了した。 

 

3-8. 施設建設状況を確認する。 

 エンジニアが建設工事の状況を随時確認し、報告を行っ

た。必要な場合には、建設業者、NIPES、小会の 3者が建設

工事現場に集まって会議を行い、合意の上で工事を進め

た。 

 

3-9. 施設管理のためのワークショップを開催する。 

 11月 16日、NIPES教職員 14名に対し、ジム機材会社の

インストラクター2名が、ジム機材のメンテナンスと各機

材の使用方法についての研修会をジムルームで実施した。 

 プール周辺の建物に関するワークショップは実施を取りや

めた。施設建設完了後から、維持管理を行うグループが建設

業者から指導された方法に基づいて適切に管理しており、体

制が整っていたことから、ワークショップは必要なしと判断

した。 

 



 

 

3-10.施設移譲のための覚書を交わし、譲渡式は自己資金で実施

する。  

 12月 8日、施設及び機材・スポーツ用具の譲渡式を実施

した。同譲渡式には三上大使と教育・青少年・スポーツ省

大臣が出席した。 

 12月 10日に NIPES、業者、小会の 3者で施設譲渡のため

の覚書を手交した。 

 

3-11.施設運営マニュアルを作成する。 

 新型コロナウイルスの影響で建物建設に遅れが生じたた

め、マニュアルを作成するための日程を確保することができ

なかったことに加えて、日頃から使用しているメッセージア

プリのグループチャットで対応した方が利便性が高いと判断

し、マニュアルの作成は取りやめた。NIPESの各施設につい

ては、グループチャットの中で、維持管理や資材管理に関する

説明や質疑応答を行うことで対応する。ジム機材については、

11月に実施したジム機材用ワークショップで配布された、業者

のマニュアルを代用する。  

 

3-12.施設運営・利用状況のモニタリングを行う。 

プールの維持管理に関しては、管理グループが適切に維持

管理を実施していることを確認した。 

プール周辺の建物やジム・ルームについては、2月 23日

にモニタリングを実施した。 

 

（３）達成された成果 

 

 

第 2年次の成果・指標・達成状況は以下のとおりである。 

成果 指標 達成状況 

【成果 1】 

NIPES の体育科コー

スが大学運営基準

に従って運営する

ための制度が整え

られる。 

【指標 2】 

体育科コースのカリキュ

ラム・フレームワーク、

シラバス、アドミッショ

ン・ポリシー、キャリア

プラン、評価ポリシー、

体育科コース運営ガイド

ブックに沿った 4年制大

学の運営が実施され、課

題・教訓が抽出され、翌

年度の改善策が提出され

ている。 

なお、年ごとの成果を測

る指標の数値であるが、

第 1年次では制度の基盤

が 12月に整ったので、達

成度を 50％とする。そし

て今年度から実際に制度

の運用を開始するため、

第 2年次の達成数値は新

しく運用の程度を評価

【指標 2の達成度】 

活動 1-15体育科コース運営ワー

クショップを通して、NIPESにお

ける 4 年制大学運営にかかる課

題・教訓が抽出された。その内容

を基にハンドブックを改訂し、教

員用 120 冊、学生用 150 冊を作

成した。 

さらに第 1 年次に作成した 1 年

生のシラバスを改訂し、新しく 4

年制のシラバスを作成し、各 100

冊印刷した。 

第 2 年次は新型コロナ感染拡大

の影響で対面による授業、研修

会、会議がほとんどできない状況

であったが、計画通り運営ハンド

ブックの改訂を行い、さらに 1年

生シラバスの改訂、4年制シラバ

スの作成をすることができた。ま

た、アセスメントシートによる評

価の結果、制度運用の程度は目標



 

 

し、目標を 70％とする。 の 70％を達成する事ができた。

（アセスメントシートによる評

価は 51％であり、既に達成済み

の 50％を考慮すると、合計

75.5％を達成。） 

【成果 2】 

NIPES において、新

しく認定されたカ

リキュラム・フレー

ムワークに則って

質の高い体育を教

えられる人材が育

成される。 

【指標 1】 

4 年制大学体育科コース

で教えていくための能力

を向上させるための体育

教員育成研修がカンボジ

ア国内で開催され、参加

した NIPES 教員の 70%が

70%の内容を理解してい

る。（授業を教える 36名

のうち、前年度に達成し

ている 60%に加え、10%（4

名）の能力向上を図る。 

また、前年度の 60%（22

名）についても知識の定

着度を図る。4 名につい

ては、本邦研修を実施し、

その知識を自分たちで伝

えていくことにより、知

識を定着させる。理解し

ていない職員に対して

は、当会スタッフが補習

を行う。 

 

【指標 1の達成度】 

2 月 22 日にアセスメントシート

を使ったテストを実施した。しか

しながら、オミクロン株の感染拡

大により NIPES 内の授業を対面

からオンラインに変更したため、

地方の実家に帰省した教員もお

り、一度に全員を集めてテストを

する事ができなかった。そのた

め、本来予定していた人数の 7割

弱ほどである 24名からしか回答

を得ることができなかった。 

テスト結果については、質問項目

全21問の正解率平均は12.13問、

58%であった。また、70％以上の

正解率の者は 24名中 7名の、29%

であった。 

よって「70％の教員が 70％の内

容を理解している」という目標を

達成することはできなかった。 

その背景として、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響でほとんど

の授業や研修会がオンラインに

切り替えられ、効果的なグループ

ワークやディスカッションが実

施できず、十分な理解に繋がらな

かったことが考えられる。また、

ほとんどの対象者がオンライン

による双方向での授業や研修会

を実施したことがなく、慣れるの

に時間がかかったた状況も影響

していると思われる。 

【指標 2】 

8 名の研修生が受講終了

後に NIPESでの指導方法

についての改善案（1 回

目）及び評価についての

改善案（2回目）が提出さ

れ、NIPESの 75%の職員が

改善案に合意する。 

【指標 2の達成度】 

日本研修（2回）を実施する事が

できなかったので、日本研修修了

者はおらず、同研修生による改善

案の提出もなされなかった。一方

で、4年制大学体育科コースの教

授能力向上に向けたカンボジア

国内研修会を合計 3回実施し、研

修に参加した 50名全員で指導方

法と評価についての課題を確認

し、作成した改善案に同意した。 

【指標 3】 

NIPES の 70%のマネジメ

ント・スタッフがアドミ

【指標 3の達成度】 

2 月 22 日にアセスメントシート

を使ったテストを実施した。しか



 

 

ッション・ポリシー、キ

ャリアプラン、評価ポリ

シーや運営ハンドブック

の内容を 70%以上理解し

ている。（マネジメント職

員 29名中、前年度の 60%

に加え、10%（3名）の能

力向上及び前年度の 60%

（18名）の知識の定着を

図る。理解していない職

員は個別にそれぞれの役

割を確認した上で、なぜ

理解できていないのかを

確認し、個別に対応して

いく。） 

（各項目を網羅したアセ

スメントシートを使って

理解度を図るテストを行

う。前年度は 60％、今年

度は 70％の正解率を目

指す。） 

しながら、オミクロン株の感染拡

大により授業を対面からオンラ

インに変更したため、地方の実家

に帰省した教員もおり、一度に全

員を集めてテストをする事がで

きなかった。そのため、12 名か

らしか回答を得ることができな

かった。 

テスト結果について、質問項目全

21問の正解率の平均は10.75問、

51%であった。また、70％以上の

正解率の者は 12名中 1名の、29%

であった。 

よって「70％のマネジメント職員

が 70％の内容を理解している」

という目標を達成することはで

きなかった。 

その背景として、新型コロナウイ

ルス感染拡大対策の一環で学校

閉鎖となり、授業はオンラインで

の実施、教職員は自宅勤務するこ

とになったため、最低限のマネジ

メント業務しかできず、理解の定

着に繋がらなかったことが考え

られる。 

【成果 3】 

NIPES において新し

く整備された施設

が適切に維持管理

され、体育の授業に

利用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指標 1】 

プール、ジム機材等が実

際に体育の授業等で利用

規則に則って使用されて

いる。 

【指標 1の達成度】 

第 1年次にプールが建設され、第

2年次に周辺建屋、ジムルームの

建設、ジム機材の設置が完了し

た。しかし、新型コロナウイルス

感染拡大によって学校が閉鎖さ

れ、対面での体育・スポーツの授

業が禁止されたので、実際に使用

することができなかった。 

【指標 2】 

70%の NIPES 職員がプー

ル周辺建屋及びジム・ル

ーム運営について、理解

している。 

各項目を網羅したアセス

メントシートを使って理

解度を図るテストを行

う。前年度は 60％、今年

度は 70％の正解率を目

指す。 

【指標 2の達成度】 

プール、建屋、ジムルーム及び機

材については NIPES 内で立ち上

げられた管理グループによって

適切に維持管理され、オンライン

チャットを通じて毎日報告を受

けている。 

2 月 23 日、NIPES の施設管理方

法を確認するためにアセスメン

トシートを使って、テストを実施

した。 

全職員 65 名中 31 人がテストを

受け、質問項目全 45問の正解率

の平均は 37.03問、82.29%であっ

た。また、70％以上の正解率の者

は 31 名中 29 名、93.55%であっ

た。「70％の NIPES教職員が 70％



 

 

（ここでページを区切ってください） 

  

の正解率を達成する」という目標

を達成した。 

 

本事業は、持続可能な開発目標（SDGs）の目標 4「すべての人に包摂

的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する」、

「2030年までに、すべての子どもが男女の区別なく、適切かつ効果的

な学習成果をもたらす、無償かつ公正で質の高い初等教育及び中等教

育を修了できるようにする。」、「2030 年までに、開発途上国、特に後

発開発途上国及び小島嶼開発途上国における教員研修のための国際協

力などを通じて、質の高い教員の数を大幅に増加させる。」に資するも

のである。質の高い教員を大幅に増加させる為に必要な教員養成課程

である 4年制体育科コースのカリキュラム、運営ハンドブック、シラ

バスに従って、授業や授業の評価を実施した。しかしながら、新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響でオンラインでの活動実施が中心とな

り、実践的な運営の点からは課題が残るものとなった。最終年次は、

対面による活動の実施を通して NIPESの運営能力向上につなげ、NIPES

が、質の高い体育教員を養成し、公立の中学校・高校に送り出す機関

として十分に機能するよう協働して取り組むことで、上記３つ目標達

成に貢献することができる。 

（４）持続発展性 NIPESは、教育省内スポーツ総局の中の一つの機関として年間予算

が確保されており、事業終了後も活動を継続できる機関であるため、

持続発展性を確保することができる。 

「（３）達成された成果」に記したとおり、第 2年次の本年度はカ

リキュラム、シラバス、運営ガイドブックに従って実際に運営し、課

題と改善点を抽出して今後の改善計画を作成したり、シラバスや運営

ハンドブックを改訂したりした。新型コロナウイルス感染拡大の影響

でオンラインでの活動が中心となったため、課題も残るものとなった

が、これまでの協働や本事業で実施した研修会等を通して、NIPES教

職員の間で 4年制コース運営に関わる理解が深まってきている。事業

終了後も NIPES自身が 4年制体育科コースを継続的に運営していく

ことができるようになるよう、今後も制度構築及び人材育成に引き続

き取り組み、NIPESとの協力体制を維持していく。 

第 2年次でプール周辺建屋、ジムルームの建設、ジム機材の設置が

完了し、第 1年次に完成したプールと合わせて体育の授業で使用でき

る環境が整備された。 NIPES内でプールやジム機材の維持管理グル

ープが立ち上げられ、オンラインチャットを使って日常的に報告や連

絡が行われており、問題が発生すれば直ちに全員が理解し、対処でき

る体制が既に構築されている。また、重大な問題が発生した時は、機

材を設置した会社に連絡し、修理する体制ができている。さらに、施

設の利用者に対する使用規則を分かりやすく説明したパネル等を入口

に貼ることで、全員が把握できるようにしている。第 3年次では、整

備された施設及び機材が実際に使用される予定であり、維持管理が継

続してできているかどうかをモニタリングする。 

 


